
　09年6月に発売された別冊4MINIちゃんぷ15に
掲載したドイツの4MINIイベントシーン。大都市フラ
ンクフルトからほど近い立地条件などにより、多くの
4MINIファンがドイツ内外から集結し、カスタマイズの
メニューも多彩を極めた見どころの多いイベントだった
が、今回はそんな注目イベントでの未公開ネタも交えて
ヨーロッパの4MINI事情をご紹介。いやいや、今年も
4MINIカスタムは世界中で熱く注目されてますB
■Event：DAX&MONKEY SZENE WIESBADEN
■Place：SPEEDWAY (DIEDENBERGEN Germany)
■Photo&Report：Tsuyoshi Chiwa
■Translation：Keizo Kagaya(KA-HA-Trading GmbH)
■Special Thanks：C.F.POSH(Tokyo & Osaka)
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本誌未公開の海外4MINIネタを公開B
今年も4MINIは国内、海外、ともに熱いですB

ダブルキャブ仕様のレッドブルカラー
レッドブル（オーストリア）の隣国、ドイツらしいレッドブルカラーも目
を引くけど、なんと2つに分割するマニホールドを装着して左右に
キャブレターを2個装備している点に驚愕B　2本出しのカーボ
ンサイレンサーは楕円タイプとし、ラウンド式のオイルクーラーやブ
ルーにペイントされたナイス110の腰下も目立ってます。

▶以前、C.F.POSH
から発売されていた
ライトカウルを上手く
活用して全体の雰
囲気をまとめあげてい
る。ちなみにオーナー
さんはどこにいるかわ
からず、インタビューで
きませんでした。

▲ドイツの 有 名
SHOPモンキーガ
レージは、このイベン
トの直前にヨシムラ
の代理店になったそ
うで、誇らしげにヨシ
ムラフラッグを掲げて
ました。他にもキタ
コ、SP武川、Gクラフ
ト、デイトナなど、日本
製パーツのステイタ
スが非常に高いの
は世界共通のムーブ
メントです。

▲日本製の新製品がイチ早く装着
されていることも日本製パーツの人
気の高さを物語っている。
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■Event：DAX&MONKEY SZENE WIESBADEN
■Place：SPEEDWAY (DIEDENBERGEN Germany)
■Photo&Report：Tsuyoshi Chiwa
■Translation：Keizo Kagaya(KA-HA-Trading GmbH)
■Special Thanks：C.F.POSH(Tokyo & Osaka)

日本製の4MINIを
日本製パーツで楽しみますB
▼フラットな会場だったため、高い場所から写真
が撮りたくてウロウロしてるとスゴいおっさんが
登場B なんとどこかから脚立を持ってきてくれて
「オレが抑えててやるぜB」みたいに手伝ってく
れちゃって。ホント感謝感激でビール奢りました。

◀陽気なおば
ちゃんが山盛りの
ポテトとソーセー
ジ、それにビール
を出してくれる。
質素なツマミに見
えますが、なぜかド
イツで食べるとメ
チャうまなのが不
思議です。

▼走行イベントは一切ナシなのに、
SS1/32mileで使うようなバーンナウ
ト用ボードが置いてあってビックリBど
こかでドラッグレースも流行ってるのか
な～？周囲の人に聞いてみたんです
が、誰も知らないようでした。残念・・・。



SP武川の4バルブヘッドを装着▶
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▲長身のオーナーが伏せて乗っても窮屈になら
ないフラットなシート。ハンドルの高さやステップ位
置なども快適ライディングが実現できるよう設定
されている。走りを意識したマシンの作り込みが
ユーロの共通項。ナンバーの赤い文字は旧車だ
けが獲得できるヒストリックカー区分となる。
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武川スパヘ&キタコマフラー
Gクラ15㎝ロンスイですB
メッキとスカイブルーのペイ
ントが美しい仕上がりの
DAX。エンジンはナイス
110の腰下にSP武川製
スーパーヘッドというヨー
ロッパでは定番とも言える
組み合わせ。さらにキタコ製
マフラーやGクラ製15㎝ロ
ングスイングアームなど日本
製パーツを多数チョイス。

▶ペイントやシートだけでなく、
マニホールドまで自作という力
作。程よい車高で乗りやすそうなポジションは「ツーリング
も楽しむ」ためのヨーロッパでは当たり前のスタイル。

日本製パーツ
最高ですB

ミリタリー調が
イイでしょ～B

シブく仕上った
でしょB

レザーカバー
見てくださいB

キレイなNSRを
ベルリンから
持ってきました

マフラーのフタ
ユーロでは
定番です

レザータンクカバーが斬新B

SP武川製スーパーヘッド
や5速ミッション、オイル
クーラーなどを採用し、スト
ライカー製マフラーやGク
ラ製8インチホイールなどで
キメ細かな仕上がり。特筆
したいのは日本でも流行る
かもしれないレザー製のタ
ンクカバーだ。

▲レザー製のタンクカバーは
ツートンな仕上がりとし、エン
ブレムも装着される見事な作
り。まったく新しい手法とテイ
ストが斬新です。

▶パワーフィルターには
「候」のような文字が入って
ますが、じつは「猿」と書きた
かったというのはナイショで
す。

NSR50に4MINI搭載b

ヨーロッパではかなり
珍しいNSR50なの
に、さらにナイス110
の腰下を搭載した
4 M I N I 。車体は
400€（約50万円）
で購入したという極
上品で、エンジンの
搭載にあたっての細
部の加工もお見事
な仕上がり。

◀この仕様で公道走行も
カンペキだと言うから恐れ入る。ちな
みにリヤショックは上下の取り付け位
置を後方にズラしてワンオフ加工。

▶
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ナイス110の腰下にSP武川製ツインカ
ムヘッドや乾式クラッチなどを装備。ホ
イールサイズは前後8インチ（デイトナ製）
とし、フロント2.75Jリヤ3.5Jをチョイス。
▶スイングアームはデイトナ製10㎝ロングと
し、リヤショックもヨーロッパで高い支持を得
ているデイトナ製。また、マフラーエンドには
いつでも音量を下げることが可能な可変式
のフタが装備されているのがヨーロッパらし
いカスタムだ。

ミリタリー調のデザート色に全
身を包んだシブいカスタム。ブ
ラックの部分とデザート色でペ
イントする部分のチョイスが絶
妙なため、一目で魅力を感じる
仕上がり。クリアのクラッチカ
バーはドイツのHOT SHOT 
MONKEYS製を採用。

▶スイングアームとリヤショッ
クはデイトナ製。エンジンはナ
イス110のクランクケースを
使用しSP武川製スーパー
ヘッド（デコンプ付き）で180
㏄化。倒立風フォークやス
ポークホイールはメーカー不
明となっている。

シ
ブ
い
ペ
イ
ン
ト
は
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ウ
ダ
ー
コ
ー
ト
で
す

シブく攻めるのが
DE風です

前後の車高が
キモなんです

ブラックとブルーでシブく決まったDE（ドイツ）流4MINIカ
スタム。前後サスペンションはあえて長めで前後バランス
を調整し、短めなアップタイプマフラーは2本出しでワンポ
イントを演出。タイヤサイズは10インチで、日本でも見かけ
るメッツラー製のME7TEENを装着。

ブラックと
ブラウンで
upsレプリカ完成B

ヨーロッパで支持率の高い運送
会社upsカラーにペイントされた
DAX。フロントとリヤのキャリパー、
スイングアームにはドイツのHOT 
SHOT MONKEYS製が採用さ
れ、前後タイヤもユーロブランドの
ハイデナウ製をチョイスしている。

▼ホイールやマフラー、ハンドル
やフロントフォークアウター、エン
ジンなどにまでブラックが採用さ
れ、車体のブラウンと見事な融合
を見せる。60㎜ロンスイ化された
リヤ周りはディスク化されている。
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ミリタリー調のデザート色に全
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